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第２編　財務報告

１　一般会計

　(1) 会員一般会計

　平成27年度（自平成27年4月1日　至平成28年3月31日　以下「本年度」という。）における収

支状況は、事業活動収支差額60,675千円、投資活動収支差額9,702千円、財務活動収支差額△

70,377千円で、当期収支差額及び次期繰越収支差額はゼロとなった。

　(2) 特別会員一般会計

　本年度における収支状況は、事業活動収支差額及び当期収支差額で2,445千円となった。これに

前期繰越収支差額73,660千円を加え、次期繰越収支差額は76,106千円となった。

　(3) 特定業務会員一般会計

　特定業務会員一般会計は、本年度に新設された一般会計である。本年度における収支状況は、事

業活動収入、支出とも同額の1,400千円で、当期収支差額はゼロとなった。

２　特別会計

　(1) 会員特別会計の状況

①　金融・証券教育支援事業特別会計

　金融・証券教育支援事業特別会計は、教育・普及・啓発事業等に係る収支等の明確化を図るた

めに設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収支差額625千円、投資活動収支差

額△431千円で、当期収支差額は194千円となった。これに前期繰越収支差額3,986千円を加え、

次期繰越収支差額は4,180千円となった。

②　システム利用特別会計

　システム利用特別会計は、Ｊ－ＩＲＩＳＳ、ＳＩ‐Ｎｅｔ、反社情報照会システム、大株主デー

タ関係の運営活動に係る収支等の明確化を図るために設けられている。本年度における収支状況

は、事業活動収支差額34,149千円、投資活動収支差額△20,411千円で、当期収支差額は13,738千

円となった。これに前期繰越収支差額△28,245千円を加え、次期繰越収支差額は△14,507千円と

なった。

③　地区特別事業特別会計

　地区特別事業特別会計は、本協会の大阪、東北及び九州の各地区協会において遂行する事業活

動に係る収支等の明確化を図るために設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収

支差額及び当期収支差額で△1,262千円となった。これに前期繰越収支差額7,413千円を加え、次

期繰越収支差額は6,150千円となった。



73－　 －

④　基金特別会計

イ　会員一般基金特別会計

　会員一般基金は、本協会の財政基盤を強化し、一般事業を円滑にするために設けられている。

本年度における収支状況は、事業活動収支差額43,882千円、投資活動収支差額△211,809千円

で、当期収支差額は△167,926千円となった。これに前期繰越収支差額427,980千円を加え、次

期繰越収支差額は260,053千円となった。年度末（平成28年3月31日現在　以下同じ。）におけ

る正味財産合計額は、5,966,500千円である。

ロ　会員研修基金特別会計

　会員研修基金は、本協会の研修事業を円滑にするために設けられている。本年度における収

支状況は、事業活動収入、支出とも同額の26,977千円で、当期収支差額はゼロとなった。年度

末における正味財産合計額は、2,893,003千円である。

ハ　証券市場基盤整備基金特別会計

　証券市場基盤整備基金は、証券市場のための共同ネットワーク構築等、特定の事業への資金

提供を目的に設けられている。本年度における収支状況は、事業活動収支差額△362,240千円、

投資活動収支差額362,240千円で、当期収支差額はゼロとなった。年度末における正味財産合

計額は、11,754,960千円である。

ニ　会員証券市場公正化・活性化基金特別会計

　会員証券市場公正化・活性化基金は、金融・資本市場の公正化又は活性化に資する本協会事

業を円滑にするために設けられている。本年度は、NISA推進活動事業等に係る特別事業として、

広報活動事業費560,594千円を支出し、収支状況は、事業活動収支差額△569,805千円、投資活

動収支差額569,805千円で、当期収支差額はゼロとなった。年度末における正味財産合計額は、

3,029,530千円である。

　(2) 特別会員特別会計の状況

基金特別会計

特別会員一般基金特別会計

　特別会員一般基金は、特別会員に関する一般事業を円滑にするために設けられている。本年

度における収支状況は、事業活動収支差額及び当期収支差額で3,000千円となった。これに前

期繰越収支差額118,408千円を加え、次期繰越収支差額は121,408千円となった。年度末におけ

る正味財産合計額は、326,092千円である。

　(3) 特定業務会員特別会計の状況

基金特別会計

特定業務会員一般基金特別会計

　特定業務会員一般基金は、特定業務会員に関する一般事業を円滑にするために、本年度に新

設された特別会計である。本年度における収支状況は、事業活動収支差額、当期収支差額及び

次期繰越収支差額は3,000千円となった。年度末における正味財産合計額は、3,000千円である。
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　(4) 統合特別会計の状況

資格管理事業統合特別会計

　資格管理事業統合特別会計は、外務員登録事業、外務員資格試験・更新研修事業にかかる財務

状況を明確にするために設けられている。

　本年度における収支状況は、事業活動収支差額79,883千円、財務活動収支差額△73,392千円で、

当期収支差額は6,491千円となった。これに前期繰越収支差額452,510千円を加え、次期繰越収支

差額は459,001千円となった。

特記：

１．公益法人会計基準の導入

　本協会では、財務諸表の利用者である協会員をはじめ、税制優遇を受けている法人であることから

広く納税者の視点に立ち、理解しやすい情報を提供する等の見地から、平成19年度より公益法人会計

基準を適用している。

２．外部監査の導入

　本協会では、協会運営の財務面の透明性・信頼性を高める見地から、定款に基づく会員監事及び常

任監事による会計・業務監査に加え、平成11年度より外部の中立的な監査法人に会計監査を委嘱する

こととしている。なお、平成19年度から「監査法人トーマツ」（平成21年、名称を「有限責任監査法人トー

マツ」に変更）を会計監査人として選任している。
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以 上 の と お り 報 告 い た し ま す。

　　平 成 28 年 ６ 月

日 本 証 券 業 協 会

常任理事・会長 稲 野 和 利

会員理事・副会長
証券戦略会議議長 古 賀 信 行

公益理事・副会長
自主規制会議議長 島 崎 憲 明

会員理事・副会長
総務委員会委員長 鈴 木 茂 晴

公 益 理 事 神 田 秀 樹

公 益 理 事
行動規範委員会委員長 林　　　　　　　正　　　和

公 益 理 事
金融・証券教育支援委員会委員長 藤 沢 久 美

会 員 理 事 加 藤 哲 夫

特 別 会 員 理 事 林　　　　　　　信　　　秀

常任理事・副会長 森　　　本　　　　　　　学

常任理事・専務理事 岳　　 野　　 万 里 夫
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